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頼 粒 は 大 きく 特 化 する . オム ニュ ン 画 像 解析 装置 で 分 析 し た が , 正規 分 布 を 示し た 正常 類 粒 が 大 , 小 両 
方 向 に 分 化し た も の と 考え られ る . 
な お て と の 特 徴 的 な 懲 状 鱗粉 の 分 化 は , 形態 学 的 な 立場 と , 典型 的 な 鱗粉 は ソケット 線 を 有する と いう 
立場 か ら , それ ぞ れ 次 の よう に 推測 され る . 

形態 学 的 。 毛 つっ 毛 状 鱗 粉 一 筒 状 鱗粉 一 つ 正常 鱗粉 

ソケット 線 。 毛 つ 毛 状 鱗 粉 一 正常 鱗粉 一 > 筒 状 鱗粉 
な お こと の 征 粒 は 部 分 的 に は 突起 状 で , 一 定 の 構造 も 示さ ず , 丈 表 上 に ある と と か ら , 原始 的 な 形質 と 
考え られ る . 


10. ヒメ アカ タテ バハ 低温 期 羽化 個体 の 暗 化 お よび 小型 化 に つい て 松井 英子 ・ 松 井 安 俊 (関東 ) 

千葉 県 北部 (野外 お よび 野外 ケー ジ ) に お いて 幼生 期 で 越冬 し 1982 年 早春 に 羽化 し た ヒメ アカ タテ ハ 
は , 小型 で 斑紋 が 暗 化 し た の で , そう し た 個体 の 出現 条件 に つい て 検討 し た . 

1. 成虫 の 前 次 長 は 最 寒 期 に 由 化 し た も の を 最小 (の 22mm 前 後 ) に , 映 化 期 の 気温 に 比例 し , 4 
月 下旬 か ら 3 月 上 旬 に 羽化 し た 個体 は 高温 期 の も の に ほぼ 近かっ た (@ 29.2mm) . と うし た 傾向 は , 
終 齢 期 の 平均 気温 と 前 贅 長 が 正 の 相関 を 示し た と と か ら , 幼虫 の 摂 食 活動 に お よ ぼ す 気 温 の 影響 に よる 
も の と 考え られ た . 

2. 後 炊 裏 面 の 亜 外 緑地 色 の 明る さ , 4 室 の 三角 形 白 絞 の 発達 の 程度 , 中 央 部 か ら 基部 にかけ て の 斑 
紋 の 明瞭 度 な ど に より , 最も 暗 化 し た 個体 を 暗 化 度 1 と し て 3? 段階 を 設定 し た . 最 寒 期 に 長い 映 期 を 経 
て 羽化 し た 個体 が 最も 暗 化し , 以後 気温 の 上 昇 に 伴っ て 後 契 裏面 は 明る く な っ た ( 図 1). 同様 の 傾向 
は , 後 次 表面 中 央 の 黒 紋 に 囲ま れ た 構 色 域 の 発達 に つい て も み ら れ た . 

3. 終 齢 期 お よび 暴 期 の 低温 に よる 小型 化 お よび 暗 化 は , それ ぞ れ 実験 的 に 終 齢 期 お よび 踊 期 を 低温 
(11.4?C, 1 か 月 間 ) に する とこ と に よっ て も 確 め られ た . 

4. 千葉 県 北部 に お いて み ら れ た と うし た 傾向 が , 以 南 の 土着 越冬 各地 域 に お いて , どの よう な パ 
ター ン を と る か を 今後 あき ら か に する と と に よっ て , 春期 に 採集 され た 個体 の 履歴 (発生 地 , 発生 場所 ) 
が 推定 され , また , 日 本 列島 に お ける 越冬 や 移動 の 解明 に ヒン ト が 得 ら れる も の と 考え られ る . 
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図 11 ヒメ アカ タテ ハ の 後 贅 裏面 斑 弘 の 暗 化 度 と 映 期 と の 関係 


11. リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 赤 斑 型 の 飼育 例 か ら 福田 晴夫 ・ 二 町 一 成 (九州) 
1283 年 に 採集 され た 赤 琉 型 の 数 は 現時 点 で す で C 7 @27 と な り (沖縄 本 島 以 北 ), 過去 28 年 間 の 採 
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集 頭数 に 匹敵 する . と の うち 2 ご の 16\ が 交配 ある い は 採卵 に 用 いら れ た が , 交配 の 結果 は 次 の 通り で あ 
る . 
赤 工 型 み 台湾 型 や (2 例 ) の F,」 は ゃ のみ と いう 異常 性 比 を 示し , 斑紋 は 中 間 型 か ら や や 台湾 型 に 
近い も の と な っ た . 

赤 斑 型 ゅ x 台湾 型 (8 例 ) の 6 例 の F, は ゃ の み , 他 の 2 例 も ? は 僅少 で , ゃ \ の 琉 紋 は 赤 斑 型 
の 交配 例 より 赤 斑 が や や 広く あら われ る が , 中 間 的 で 台湾 型 よ り と な っ た . た だ し , 1 例 だ け F」 が 同 
数 ずつ 4 型 に 分 離し た 例 が あり , これ も \ の み し か 羽化 し な か っ た が , フィ リピ ン 型 の 特徴 が 認め られ 
る と と か ら , 交配 に 用 いた み が す で に その よう な 遺伝 子 を 持っ て いた と 推定 され た . 

と れ ら の 結果 や 採集 記録 を 気象 状況 と あわ せ て 検討 すれ ば , 次 の こと が 考え られ る . 

1) 7<10 月 に 採集 され た 赤 斑 型 は 大 部 分 が 飛来 個体 で あり, それ ら は ① 7 月 中 て 下旬 (前 線 北 上 後 
の 季節 風 ), ⑧ 8 月 中 旬 (台風 3? 号 の 前 方 の 気流 ), ③⑬ 3 月 下旬 9 月 上 旬 ( 熱 低 に 吹き 込む 風 ), ④9 
月 下旬 一 10 月 上 旬 (台風 10 号 の 後方 の 気流 ) の 4 波 に 分 か れ て いた . 

2) 飛来 ゃ は 未 交尾 個体 が 多く (6/11= 55.6 め ), これ ら は 他 型 と 支障 な く 交 尾 が で きる が , その 
F,」 は ゃ の 多い 中 間 型 と な る . 

3) 出発 地 の 可 能 性 が 最も 高い の は パラ オォ 諸島 , 次 いで マリ アナ 諸島 で あり , そ と に は ゃ \ の 多い 個体 
群 が 生 息 し て いる か も 知れ な い . (た だ し , 異常 性 比 は 亜 種 間 交雑 の 弊害 と も 考え られ る .) 

4 個体 数 が 多かっ た 原因 は , 出発 地 で の 発生 量 が 多かっ た と と の ほか に , 日 本 へ チョ ウッ を 運ぶ 気流 
系 が 例年 より や や 南方 か ら の も の が 多かっ た と 推定 され る . 


12. マレ ー シ ア 産 J/amides 属 (ルリ ウラ ナミ シジミ 属 ) の 雌雄 交尾 器 形態 に つい て 
広 渡 俊哉 (所 州 ) 

RiLEy & CoRBET (1938), CorBET PENDLEBURY (1978) ら は マレ ー シ ア 産 J/amides 属 を 次 の 斑紋 
に 基づき , いく つか の 種 群 に 分 け て いる . 今回 マレー 半島 に 産 する amides 属 16 種 の うち , 12 種 に 
つい て 雌雄 交尾 器 を 観察 し 。 と れ に 基づく グル ー ピ ング を 試み た 結果 , 前 次 裏面 の M' の 状態 を と く 
に 重視 し た CoRBET 多 PENDLEBURY (1978) の グル ー ピ ング と よく 一 致し た . 以下 は その 概要 で ある . 

1. bochus 群 (bochus) 

すみ. Ring の 背面 は 著しく 狭い 帯状 . 2. Ostium 周辺 の 骨 化 部 は 単純 . Corpus bursae の 基部 が く び 
れ , ductus bursae は 短い . Accessory gland は vagina の 前 方 に 開口 する . 

II. elpis 群 (elpis, alecto, talinga, caeruleus, cunilda) 

ふ ・Aedeagus は 太く , suprazonal sheath の 腹面 末端 の 両側 が 強く 骨 化 し , cornutus は 顕著 な 大 琶 
群 と 小 歯 群 より な る . \. Ductus bursae の 後方 , ostium 付近 は 強く 骨 化 , 肥大 し , lamella antevagi- 
nalis が 発達 する 

JII. ce/ezo 群 (celeno, pura, zebra, malaccanus, philatus, aratus) 

み . Aedeagus は 細長 く 伸 長 す る . 〒\ . Ostium 周辺 の 膜 質 部 が 深く 体腔 内 に 陥 入 する . 

Ce/ezo 和 群 に つい て は さら (Ca) ce/ezo, pura, b) zebra, c) malaccanus, philatus, d) aratus の 4 つの 亜 
群 が 認 め ら れ た . と の 中 で aratus は 雌雄 交尾 器 と も 特殊 化し て お り , ce/ezo 群 に 含ま れる か どう か 問 
題 が ある が , 本 講演 で は 暫定 的 に ce/ezo 群 の 1 亜 群 と し た . 

各種 群 を まとめ る 形質 と し て の aedeagus の 形状 , ゃ の 内 部 生殖 器 , ostium 周辺 の 骨 化 部 お よび 膜 
換 部 な ど を 用 いた が , lamella antevaginalis が 発達 する elpis 群 と ce/ezo 群 の 種 で は , み の aedeagus 
末端 腹面 の 骨 化 部 と ゃ の lamella antevaginalis の 形状 に , aedeagus を 効率 的 に ostium に 導く 機能 を 
有する と 思わ れる 対応 関係 が 認め られ た . と れ ら の 形質 は 本 属 に 含ま れる 種 閥 ある い は 種 群 間 の 系 統 関 
係 を 推定 する うえ で 重要 で ある と 考え る . また , 斑紋 に 基づく グル ー ピ ング と の 比較 検討 の 結果 , 前 如 
裏面 の M* (と くに M! 3) の 状態 が ヒメ シジミ 亜 科 に お ける 本 属 の 系 統 的 な 位置 を 推定 する うえ で も 重 
要 な 形質 と な りう る と と が 示唆 され た . 
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